





The development study about a 
connection technology and the 
adhesion technology to support 
the durability of the schoolchild 
furniture using cedar, and design 















































































3.6 〜 4.3N/mm2 ）での破壊が確認され、引張試験においては約












































　　　　１年生 2 クラス 38 名
　期間：2011 年 4 月〜 2012 年 3 月




















　以下の家具は、H24 年 1 月 （設計用数値はこの時点での安全
側の数値を採用）に新潟県長岡市立宮内中学校の多目的ホール
用の家具として設計したもので、長岡木工家具協同組合が製作
した。
　山北産の杉を使用し、多目的ホールのため一般の方が座るこ
とも想定した。
おわりに
　杉の木の家具にはメリット・デメリット両面がありモニタリ
ングでは欠点の指摘が少なくなかった。一般家庭での使用では
天板表面の傷は支障をきたす程ではなかった。学校での使用と
一般家庭での使用の両方の意見を踏まえ、これらの部分を如何
に克服し特長を生かすデザインが出来るかがこれからの課題で
ある。
　また、杉独特の軽さ、温かさ、香り、表情においては好評価
を頂いた。今後のユーザー側への啓蒙によって、新分野での家
具開発が成功することを願う。
デザイン案 1
デザイン案 2
採用案（デザイン案 1 ）の完成写真
